
小項目評定 中項目評定 現況 中項目評定 意見・提言等

1 教育目標や学校経営の方針、学校経営の重点を理解
し、実践することができた。 Ａ

2 校務分掌での役割を理解し、組織の一員として積極的
に参画することができた。 Ａ

3 児童は、心のこもったあいさつ・ていねいな言葉づか
いができるようになっている。 Ａ

4 児童は、人の話を目と耳と心で聴くことができるよう
になっている。 Ａ

5 児童は、一人で黙々と掃除に取り組むことができるよ
うになっている。 Ａ

6 支持的風土を育てる学級・学年集団づくりを実践する
ことができた。 Ａ

7 協同する体験や伝え合う喜び、コミュニケーション能
力の育成を図る授業の工夫改善を行った。 Ｂ

8 主体的・対話的で深い学びを追究する授業研究や研修
会を行った。 Ｂ

9
的実践力を育てる活動の実施を行った。 Ａ

10 道徳の授業･評価に関する研究や資料の開発・整備・交
流を行った。 Ｂ

11 保護者等への道徳の授業公開を行った。 Ｃ

12 たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善を
行った。 Ａ

13 体力づくりを推進する運動実践を行った。 Ａ

14 体を動かす気持ちよさを体験させ、進んで体を動かそ
うとする児童の育成に努めた。 Ａ

15 学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善を
行った。 Ａ

16

教職員の指導力及び３公（公開、公平、公正）・３現
（直ちに現場、直ちに現地の児童、直ちに現地で対
策）の２原則に立った組織的な教育力の向上に努め
た。

Ｂ

17
校務の効率化など多忙感解消の取組と教育活動の質の
改善に努めた。 Ａ
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教育目標、学校経営方針は全職員が共通理解
し、実践に生かしている。各校務分掌について
は、その機能が十分に生かせていないものもあ
る。
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支持的風土づくりには、どの教職員も積極的に
取り組む意欲を持っている。しかし、今年度は
感染拡大防止のため、協同的な体験をさせるこ
とが難しかった。帯時間の「志賀っ子タイム」
を利用して、国語科の「話す・聞く・書く」等
の学習を繰り返し行ったり、外国語活動に取り
組んだりして、コミュニケーション能力の素地
を養うことは続けることができた。

道徳教育

感染拡大防止に取り組みながらも、運動量を意
識した体育の授業や子どもが運動したいと思え
るような環境整備を継続することができた。ま
た、委員会を中心に縄跳び大会やリレー大会な
どのイベントを実施することができた。子ども
達は楽しみながら意欲的に活動していた。

教職員と子ども達の信頼関係がきちんと築かれ
ていると感じた学級が数多くあった。学習環境
が整い、落ち着いた空気で学習が進められてい
る。成果と課題を検証して、良いものについて
は継続して取り組んでほしい。

体育の時間だけでなく、家庭でも体を動かして
遊んだり、活動したりしようとする子どもが育
つように、「体育の宿題」を計画的に出した
り、休み時間の運動遊びを積極的に勧めたりし
て、体力の二極化に歯止めをかけたい。今年
度、全校に広まった縄跳びとけん玉を通した体
力作りの進め方を検証し、さらに広まりを目指
したい。

校内研究で取り組んだ日常的な取組を確実に続
けながら、子ども達の学習意欲向上を図る取組
を学校全体で進めていきたい。

３校訓の徹底や校内研究や研究授業での成果を
生かして、学びに向かう力を育んだり学ぶ意欲
を継続させたりする取組を深化させたい。ICTの
活用で校務の効率化を図るとともに、「放課後
業務のシステム化」について検証し、さらに児
童に目を向けられるような働き方改革を進めた
い。

今年度は、感染拡大防止のため参観はできな
かった。道徳の教科化に伴い、授業研究や評価
の在り方等について研修を行った。

Ａ

朝登校したあとも、外で元気に遊ぶ子どもが多
いと感じた。寒くなってきても、休み時間に外
で遊んでいる子どもが多数いる。また、放課後
も先生とともに遊ぶ子ども達の姿が見られる。
日常的な外遊びの良い習慣が体育の時間等に育
まれていることがうかがえる。剣玉や縄跳びが
全校に広まり、楽しみながら体力作りができる
風土が根付いてきている。

Ｂ

来校した時にきちんとした言葉づかいで丁寧に
話したりあいさつしたりできる子どもが多い。
登下校中に低学年の子どもを思いやる高学年の
姿を見かけることがある。見守り隊等地域の
人々への感謝の気持ちが育ちつつある子どもの
姿も見られる。

道徳の教科科に伴い、校内研究の研究強化と位
置づけて日々研究と研修を行っている。今後も
カリキュラムや評価等の研修会を開催したりし
ながら授業力を高め、子ども達が実践する姿に
つなげていきたい。３校訓をもとにした人間性
の育成を継続しつつ、日々の生活全体で実践力
を評価し高めていきたい。
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Ａ

それぞれの活動の様子を見ると、教職員が前向
きに取り組んでいることが分かる。どんな子ど
もに育てたいかを共通認識していることもうか
がえる。継続してじっくり取り組んでほしい。

Ａ

子どもにも教職員にも分かりやすく目標とする
姿を示せたことが大きな成果である。あいさつ
については、地域でも自分からできる子どもの
姿が見られるようになった。さらに増えてくる
と、地域もさらに活気づくだろう。黙々と掃除
をする姿は素晴らしいと感じた。

今後とも、どんな子どもに育てたいか・子ども
にどんな力をつけていくのかを共通認識して教
育活動を行う。また、教職員自身の適性に応じ
た分掌を組織し、自分に与えられた役割に責任
を持って取り組んでいきたい。各分掌の引き継
ぎを丁寧に行い、年度がかわっても変わらず子
どもたちへの対応ができるようにする。

教職員自身が範を示しながら称賛することを中
心に丁寧な指導を続け、子ども達のさらによい
姿が見られるように推進していきたい。志賀小

められるように、志賀小よい子ニュースの充実
を図る。

Ａ

「志賀小のあたりまえづくり」に挙げた３校訓
の達成に向けて、教職員も子ども達も皆で取り
組めており、子どもが非常に落ち着いてきてい
る。高学年姿がよい影響を与えているように思
われる。

今後の学校改善に向けて

指導改善 Ａ

校内研究の一環として、最初の５分間での課題
提示やまとめの時間を設ける等の授業改善を継
続した。子ども達の学ぶ意欲の継続を醸成する
ための自主学習ノート取組も昨年度より継続し
て行った。働き方改革については、３校訓を軸
に学校の落ち着きを醸成するとともに「放課後
業務のシステム化」が定着した。

Ｂ

今後も、子ども達が意欲を持って学び合いを続
けられる学習環境の確立に精進していってほし
い。また、業務改善を行うことで、教職員が子
ども達にゆったりと関わる時間が増やすととも
に、子育てに不安を感じる保護者への積極的な
支援にかける時間を増やしてほしい。

Ｂ

Ｂ

体力づくり Ａ



18 保護者の子育てに対する積極的な支援を行った。 Ｂ

19 保護者・地域との交流や情報発信、参観、懇談会、研
修会の実施、地域の人材活用を行った。 Ｂ

20 防災教育の推進、感染症対策の推進等、安心・安全な
学校づくりに取り組んだ。 Ａ

21 子どもの校種間交流や教員の出前授業に取り組んだ。 Ｂ

22 校種間の合同研修会（皇教研等）に取り組んだ。 Ｂ

23 校種間の授業公開、カリキュラム研究に取り組んだ。 Ｂ

24 いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課題の早
期発見、日常的な予防指導に努めた。 Ａ

25 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進に努め
た。 Ａ

26 家庭･地域･関係機関との連携による指導に努めた。 Ａ

27 個別の教育支援計画及び個別指導計画の作成と活用に
努めた。 Ａ

28 組織的・計画的な特別支援体制の確立に努めた。 Ａ　

29 関係機関と連携した相談体制の充実に努めた。 Ａ

県共通 学校満足度 30 児童の学校満足度 Ａ Ａ ９０％近くの児童が「学校が楽しい」と答えている。 Ａ 保護者アンケートでも８０％以上の方が自分の子が
学校に行くのを楽しみにしていると答えている。

保護者・地域・学校がそれぞれのよさを生かし合える
連携の方法を模索し、よりよい学校づくりに努めた
い。
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今年度同様、特別支援教育に関する研修を年度
初めに行い、支援を効果的に行っていきたい。
また、学年別のケース会議も継続し共通理解を
図りながら組織的な個別対応を進めていく。ま
た、保護者への連絡を密にし、児童へのより適
切でより迅速な対応ができるようにしたい。

特別支援教育について積極的かつきめ細かく取
り組んでいることが分かった。子ども達の生き
生きとした表情や活動ぶりからもそれらのこと
がうかがえた。今後も続けてほしい。

年度初・末に学年別のケース会議を開いた上
で、個別の指導計画及び教育支援計画を作成
し、個に応じた指導を行っている。巡回相談を
始めとした各専門機関とも連携し、保護者対応
にあたっている。また、職員会議の前半に、特
別に支援を要する子ども達のことを共通理解す
る時間を昨年度から設定し継続している。

ＡＡ

Ｂ Ａ

児童の個別の課題に対する保護者や専門機関、
ＳＣ・ＳＳＷ等との連携は十分に効果を上げて
いた。ＳＣについては、ほぼ毎回予約がうまっ
ている状況であった。一方、地域の人材活用に
ついては、見守り隊の活動をはじめひまわり学
級の自立活動、総合的な学習を中心に多くの学
習を展開した。また、年間３回の避難訓練を行
い、子ども達が自主的に避難できるようになる
ために、予告無しでの実施も行っている。

生徒指導
体制の充実

生徒指導担当・いじめ担当・教育相談担当が密
に連携し、問題意識を共有しながら早期対応が
できた。しかし、保護者の理解を得ることがで
きず、問題事案がやや長期化したこともあっ
た。放課後に学年総括会議を行うことで「ほ
う・れん・そう」も徹底できた。関係各機関と
の連携もスムーズに行えた。また、各学級でい
じめは絶対許されないということを繰り返し指
導した。

学校が問題事案への組織的で素早い対応を心が
けていることは評価している。今後とも保護者
への啓発も含め、子ども達が安心して活動でき
る学習環境の維持に努めてほしい。学級や学校
に不安を抱える児童への対応も評価できる。
個々に合わせた対応を今後も充実させてほし
い。

家庭・地域
との連携

全職員が生徒指導上の課題や問題点についての
情報を共有しようと努められている。さらに全
校の子ども達を全職員がきめ細やかに理解でき
るように、職員による「志賀小よい子ニュー
ス」の情報集めを積極的に進めたい。加えて、
保護者の理解を得ながら、児童自身の自己指導
力の育成をめざした教育活動を推進していきた
い。

安心安全への要望を中心とした学校への要求度
が高くなっているが、地域も協力する体制はで
きているので、大いに活用してほしい。学校
は、学校としての考えを持ち、じっくり取り組
んでくれているので、継続をお願いしたい。

Ａ

今後も児童の個別課題への対応は、外部の関係
機関とも連携して組織的に行いたい。また、学
校便り、ホームページ等を積極的に活用し、学
校からの情報をしっかり発信したい。特に、登
下校の見守り活動については、保護者の協力が
得られるように学校運営協議会と熟議しなが
ら、よりよい方法を見つけ、児童が安全に登下
校できるようにしていきたい。

Ｂ

保幼小中の連携を大事に考えてくださり、あり
がたい。それが確実に子ども達の育ちにつな
がっている。あいさつや掃除等の重点的な取り
組みは、中学校でも大いに生かされている。コ
ロナ禍でも新入生が安心してそれぞれの学校生
活をスタートできるように、今後も工夫を続け
てほしい。

新入生やその保護者の不安を少しでも小さくで
きるように、感染拡大防止策を講じながらでき
る連携に取り組みたい。また、活動を行ってい
る学年の者や担当者だけでなく、全校的な意識
の高まりを求めていきたい。

保幼各園との連携や中学校との連携は、感染拡
大防止のため、出前授業やお互いの校園を子ど
も達が行き来する学習はあまり実施できなかっ
たが、感染拡大対策をして園児による学校探検
や小学校教員へのインタビューなどを実施し、
入学に向けて不安を取り除く取り組みができ
た。また、中学校学区の連携では、特に生徒指
導面で積極的に取り組み、日々の情報交換を
行った。校種間の合同研修は感染拡大防止のた
め実施できなかった。

Ｂ

組
織
的
体
制
の
充
実

育
ち
と
学
び
を
支
え
る
連
携

保幼小中
連携 Ｂ

特別支援教育


